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令和４年度事業実施報告 

 

１．高大連携による県内高校からの進学推進事業 （進学・教育部会） 

 

２．県内大学等在学生の地域理解・定着意欲喚起事業 （進学・教育部会） 

取 組 実施概要 

① 単位互換 
講座数 ４６９ 

受講者数 １６人(延べ１８人)  

② 地域志向科目の情報共有 
４月に情報共有を行った。地域志向科目を活用するため、次年度は

可能な範囲で単位互換科目に含めることとした。 

③ 地域理解フィールド実習（集中）の

共同開催 

小豆島一帯においてフィールドワークおよびアイデア創出ワークを

実施した。（10/28〜10/30） 参加学生4名 

④ FD・SD活動 
危機管理シンポジウムを開催した。 

（10/31、香川大学主催、PF香川共催） 参加者数 ２３２名 

⑤ 国際交流 

香川大学グローバルカフェでの開催イベントに他大学等の留学生

が参加する計画であったが、平日開催のため今年度は参加できな

かった。 

 

取 組 実施概要 

① 出前講座 

実施件数：96 件(3/31 現在) 

出前講座名などの情報を県内高校へ郵送して周知した。また、小・

中学校からの要望もあり講師を派遣した。 

② 合同進学説明会 

令和 4 年度は 3 校（香川中央高校、小豆島中央高校及び高松東高

校）で実施し、高松東高校では OBOG の現役大学生 8 名が対面

や動画出演で県内大学の PR 役として参加した。 

③ 公開授業参観 

・「アニメ・マンガ論」四国学院大学(10/10) 8名参加 

・「臨床医学各論演習Ａ」徳島文理大学(10/22) 3名参加 

・「English Expression Ⅳ」徳島文理大学(11/19)1名参加 

・「観光振興・地域創生論」せとうち観光専門職短期大学(12/13) 

参加者なし 

④ その他の広報活動 

（キャンパスガイドの作成・配布） 

昨年度版を一部時点更新し、県内の高校2年生全員及び県内高

校・中学校の各教室用に作成（11,000部、県内高校43校、中学校

７１校等へ送付）し、校長会等で積極的な活用を依頼。 

（オープンキャンパスの周知） 

県内高校に県内大学等のオープンキャンパス日程一覧を送付し、

高校教員の参加について案内。 
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３．卒業者の地域就職推進に向けたキャリア支援事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 実施概要 

① インターンシップ 

香川経済同友会の会員を対象に受入企業を募集し、応募のあった

５社の概要について、大学・地域共創プラットフォーム香川事務局

に情報提供を行った。 

② かがわーくフェア 

【参加者】 

令和４年６月開催 対面 延２１１人/オンライン 延７０人 

令和４年８月開催 対面 延１１１人/オンライン 延２８人 

令和５年３月開催 対面 延１８０人 

大学・短期大学・高等専門学校・専修学校などの卒業予定者（既

卒者含む）及び一般採用希望者（就職氷河期世代を含む）を対象と

した、対面方式による「就職面接会」及びオンライン形式による「個

別面接」を開催。 

③ 業種別オンライン県内企業見学ツ

アー 

【参加者】（全て web 参加者） 

８月２４日（水） ６４人 

８月３１日（水） ５４人 

９月 ７日（水） ６９人 

延べ学生参加者数が昨年の１５０人から１８７人へと増加した。学生

アンケートの結果、当ツアーへの評価は「満足」と「やや満足」の合計

で９割を超えた。「短時間で様々な企業の情報を得ることができて

よかった」などの感想が多数寄せられている。今後の課題として、 

１.学生参加者の確保 

２.参加各企業の持ち時間（現在１５分間）の検討 

３.コース内容の検討 などが挙げられる。 

④ うどん県の自治体で働こう大懇

談会 

【参加者】  

９月２８日（水） 延５４人 

学生アンケートの結果、評価は「満足」が９割と高い満足度が確認で

きた。「一度に多くの自治体の話を聞けてよかった」「調べるだけで

はわからない情報を得ることができた」などの感想が多数寄せら

れている。今後の課題として、参加学生の確保、参加希望者が増え

た場合の開催方法などが挙げられる。 

⑤ キャリア支援研修会 

【参加者】 

１０月８日（土）１９人（内訳：香川大学８人、香川短期大学８人、徳島

文理大学２人、高松大学１人） 

元ハローワーク丸亀所長を講師として、就職活動の始め方等の説

明、自己分析による就職適性検査を実施 

⑥ 公務員・国立大学法人等職員説明

会 

【参加者】 

２月１５日（水） 対面 延 116 人/オンライン 延 321 人 

２月１６日（木） 対面 延 106 人/オンライン 延 289 人 

2 日間で計 18 機関が発表し、延べ 832 名の学生が参加した。学

生アンケートの結果、本説明会への評価は回答者全員が「大変参考
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になった」「参考になった」と回答した。「職務内容だけではなく各

機関が抱えている課題まで知ることができ理解が深まった」「ネッ

トの記事やパンフレットでは知れない、現場の人からのリアルな話

を聞けた」「いろいろな機関の話を一度に聞け、参考になった」など

好評の声が多数寄せられた。 

 

４．地域活性化に係る事業策定のための提案収集事業 （地域活性化部会） 

 取 組 実施概要 

① アイデアソンの実施等 

・地域課題へのアプローチとして、大学生や企業経営者、地域おこし協

力隊など産学官の関係者が集まり、夏に計2回、「若者の定着する香

川を目指して」をテーマに、対話を通じてアイデアを出し合うアイデ

アソンを実施した。 

・企業PR、学生企画ツアー、関係案内所などの様々なアイデアを参考

として、テーマに沿ってＷＧを設け、取組みを進めている。 

② 産学官連携による実践 

（学生おすすめの観光情報発信） 

・観光ＷＧの取組みとして、大学生や若い自治体職員等が集まり、香川

のおすすめ観光ポイントを出し合うグループワークを開催した。 

・第１段として、大学生が特定の地域で体験取材し、ＳＮＳを活用した若

者目線の県内観光情報の発信を行った。 

（学生目線による県内中小企業の課題解決） 

・デジタルを活用した学生目線による課題解決を目指し、大学生らが

モデル企業を訪問し、現在の課題等のヒアリングを実施した。 

（関係人口等に関する勉強会） 

・県内の優良事例から地域活動のポイント等を学ぶ勉強会等を開催し

た。（地域外の人材の受け皿となっている、東かがわ市五名地域で

実施） 

（学生対象アンケート調査） 【全部会共通】 

・就職先選定時における学生の思考・行動や、就職時の若者の転出超

過の要因について検討し、今後の取組みにつなげていくため、県内大

学等と県が就職支援協定を結ぶ県外大学の学生（就職活動を終えた４

年生等）に対し、アンケート調査を実施した。 

 

５．情報共有及び外部への情報発信のためのデジタル環境の整備事業 （共通） 

取 組 実施概要 

① 情報共有ツール導入 

全構成団体、延べ１５８名を利用者登録 

11月28日及び30日に構成員向け使用説明会を実施のうえ、運営委

員会チームフォルダに当該説明会の動画を保存 

5月27日の第１回就職・産業振興部会をはじめ、各部会・ワークショッ

プ等のオンライン会議に活用 

また、各会議（総会、運営委員会、3部会）の令和４年度資料を各チーム

フォルダに保存し共有 
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② ホームページ作成 

プラットフォームの目的・組織体制をはじめ、各部会が実施するイベン

トなどの主催事業の他、共催・後援事業や話題等を中心に情報発信 

会員専用ページを設け、各種会議資料の閲覧やプラットフォーム事務

局への照会フォームを活用することが可能。令和５年3月運用開始。 

 


